
南海トラフ地震と
気象庁の地震情報

２０２２年３月17日
和歌山地方気象台

地震と津波について

南海トラフ地震とその影響

地震・津波の防災情報の伝達

地震・津波の防災情報の発表タイミング

地震の防災情報

津波の防災情報

地震・津波から身を守るために

本日の内容
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地震と津波について

日本周辺のプレート

©国土地理院

太平洋プレート

フィリピン海プレート

ユーラシアプレート

オホーツクプレート
（北米プレート）
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陸域の浅い地震
1995年兵庫県南部地震
2016年熊本地震

プレート境界の地震
2011年東北地方太平洋沖地震

沈み込むプレート内の地震
1933年昭和三陸地震

アウターライズ地震

地震は、プレートの移動によって発生しているが、その歪みを解
消する場所によって３種類に分類できる。
１．プレート境界の地震（海溝型地震）
２．陸域の浅い地震（直下型地震？）
３．沈み込むプレート内の地震

（海洋プレート内地震）
→アウターライズ地震
→スラブ内地震

日本列島周辺の地震のしくみ

4 4

断層の大きさと揺れの長さ

マグニチュード９

断層が割れていく速度はほとんどの地震で同じ
秒速３km！！

強烈な揺れは，大きい地震ほど長く続く
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マグニチュード７

マグニチュード８

×

×
×

立っていられないくらいの強い揺れ
10～15秒くらい→ M7
1分くらい→ M8 
3分くらい→ M9

震度6弱以上の分布が県全体から複数県→ M8以上を想定



津波とはどのような現象か
津波の発生（地震による海底の地殻変動）

津波発生津波発生

海水

地盤
①海底下で大きな地震が
発生すると、海底が隆起
もしくは沈降する。

②①の結果、周辺の広い
範囲にある海水全体が短
時間に急激に持ち上がっ
たり下がったりする。

③②により発生した海面のもり上がりまたは沈みこみによ
る波が周りに広がっていきます。
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津波と波浪の違い、波長
※津波は膨大なエネルギーを持っています

津波の
特徴①

■普通の波は海の表面の
海水が動くだけですが、津
波の場合は、海の表面か
ら何千ｍもの深い海底ま
での海水すべてが動いて
伝わってきます。

■波長がとても長く、数km
から数十km、あるいはそ
れ以上に及ぶこともありま
す。
津波がすさまじい破壊力
で陸上に流れ込みなかな
か引いていかないのはそ
のためです。
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津波の伝播（猛スピードで来襲）津波の
特徴②
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海が深いほど速く伝わる。沖合ではジェット機に匹敵する速さ。
海底が浅くなると津波の伝播速度が遅くなる。
その速さは、海岸付近でオリンピックの短距離走選手なみ
陸に近づくにつれ後からの波が前の津波に追いつき波高が高くなる。

南海トラフ地震とその影響
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過去に発生した南海トラフ地震

32時間後

2年後

南海トラフ地震の過去事例を見てみると、その
発生過程に多様性があることがわかります。宝
永地震（1707年）のように駿河湾から四国沖の
広い領域で同時に地震が発生したこともあれば、
マグニチュード8クラスの大規模地震が隣接する
領域で時間差をおいて発生したこともあります。

出典：地震調査研究推進本部「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」

【令和３年１月１日現在の長期評価】
マグニチュード8～9クラス
30年以内：70～80％
50年以内：90％程度もしくはそれ以上

昭和南海地震から76年
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南海トラフ地震の監視領域

図中赤枠が想定震源域（科学的に想定される最大規模の南
海トラフ地震の想定震源域（中央防災会議、2013））です。
図中黄色枠が南海トラフ地震の監視領域（想定震源域と、そ
の海溝軸外側50ｋｍ程度）です。

出典：気象庁ホームページ 11



南海トラフの巨大地震の発生には多様性はあるが、

■地震動による被害
・激しい揺れ（震度7の地域も）長い（2～3分）揺れ
・長く継続する地震活動
・がけ崩れ、地すべり、河道閉塞、大規模土石流
・長周期地震動

■津波による被害
・早くて（数分から十数分）高い（多くの海岸で10m以上を覚悟）

■市街地火災、コンビナート火災
■地盤沈下による長期的な浸水(地盤隆起の影響も)
■液状化

和歌山県では何が起きるのか？
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＊震源は潮岬沖を想定

南海トラフ地震の想定（和歌山県地域防災計画より）



南海トラフ地震による揺れ（和歌山県地域防災計画より）
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阪神・淡路大震災では（コンビニ）

15＊画像の時刻は実際の時刻と違います（実際の地震発生時刻：1995年1月17日05時46分）



南海トラフ地震による液状化（和歌山県地域防災計画より）
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＊留意点
この津波浸水
想定は震源を
潮岬沖として
いますが、実
際の地震の震
源の位置に
よってはこの
想定より津波
到達時間が早
まることがあ
ります。

南海トラフ地震による津波浸水想定（和歌山県地域防災計画より）

最大津波波高 津波１ｍ到達時間
和歌山市 8m 40分
田辺市 12m 12分
串本町 17m 3分

巨大地震想定
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南海トラフ地震による被害想定（和歌山県地域防災計画より）

地震・津波の
防災情報の伝達
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監視
解析
情報発表

和
歌
山
地
方
気
象
台

和
歌
山
県

関
係
機
関

市
町
村

気象庁、大阪管区気象台

気象庁及び他機
関の観測データ
・地震観測施設
・震度観測施設
・津波観測施設

放
送
局

携
帯
電
話
会
社
等

住
民
等

●気象庁と大阪管区気象台が24時間
体制で地震・津波を監視し、防災情
報の発表・伝達を行います。

●和歌山地方気象台は、解説や防災
機関の支援を行います。

気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

地震・津波の防災情報の伝達の流れ
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「緊急速報メール」は、携帯電話事業者（NTTドコモ、KDDI・沖縄セ
ルラー（au）、ソフトバンク）が無料で提供するサービスで、国や地方
公共団体による災害・避難情報等を、回線混雑の影響なく、特定の
エリア内の対応端末（スマートフォン・携帯電話）に一斉に配信する
ものです（詳しくは、携帯電話事業者のホームページをご覧くださ
い）。

気象庁が発表する防災気象情報のうち、「緊急速報メール」により
配信するものは、下記のとおりです（気象庁発表の全ての特別警報
が緊急速報メールで配信されます） 。

緊急地震速報（警報）
大津波警報・津波警報
気象等（大雨、暴風、高潮、波浪、暴風雪、大雪）に関する特別警報※
噴火に関する特別警報※

※対象市町村に初めて発表したときに関係するエリアに配信されます。

緊急速報メール
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＊携帯電話等の報知音 ＊テレビの報知音



発表された防災情報は、気象庁ホームページでリアルタイ
ムで確認できます。また、ご自分の必要な情報のみを選
択するなど自由にカスタマイズすることもできます。

気象庁ホームページ（https://www.jma.go.jp/）
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ここ

2021/2/24
リニューアル

地震・津波の
防災情報の発表タイミング
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地震発生地震発生
津波警報津波警報

震度速報
震度３以上を観測した地域名など
震度速報
震度３以上を観測した地域名など

津波情報
(予想される津波の
高さと到達予想時刻
)

津波情報
(予想される津波の
高さと到達予想時刻
)

津波情報
(観測された津波の
高さと到達時刻)

津波情報
(観測された津波の
高さと到達時刻)

緊急地震速報
最大震度５弱以上を予測したとき、
震度４以上の地域に発表

緊急地震速報
最大震度５弱以上を予測したとき、
震度４以上の地域に発表

強震動災害津波災害

地震情報
・震度３以上の市町村名等
・地点ごとの震度

地震情報
・震度３以上の市町村名等
・地点ごとの震度

自動
発信

地震発生直後に気象庁が発表する地震・津波の防災情報
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防災情報の発表タイミング

緊急地震速報（警報：震度５弱以上）

震度速報（震度３以上）

大津波警報、津波警報、津波注意報

津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に関する情報

震源に関する情報（震度３以上）

震源・震度に関する情報

各地の震度に関する情報

津波観測に関する情報、沖合の津波観測に関する情報

推計震度分布図（震度５弱以上）

地震解説資料・地域速報版（震度４以上、津波注意報以上）

南海トラフ地震臨時情報（調査開始）

地震解説資料・全国詳細版（震度５弱以上、津波注意報以上）

南海トラフ地震臨時情報（調査結果公表）

地震発生

数秒～数十秒

１分３０秒

３分

５分

随時

２０分

３０分

津波注意報以上の予想が有る場合

↓括弧内は発表条件
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地震の防災情報
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地震の規模（マグニチュード）、震源からの距離、
地盤の揺れやすさを計算して震度を予測

※  地震を検知してから発表する情報なので、「地震予知」ではない
※  強い揺れがくるまでの時間は、数秒～数十秒

緊急地震速報の原理
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緊急地震速報（映像）
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緊急地震速報（警報） 1/2
緊急地震速報（警報）は、最大震度が５弱以上と予想された場合に、震度４以
上が予想される地域※を知らせ、身の安全を守ってもらうための情報です。緊
急地震速報（警報）のうち、震度６弱以上が予想される場合を特別警報（地震
動特別警報）に位置付けます。

発表から強い揺れが来るまでの時間は、数秒から数十秒しかありません。場
所によっては、間に合わないこともあります（赤円の中）。

2018年11月2日 紀伊水道の地震2018年6月18日 大阪府北部の地震

※次ページで説明
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緊急地震速報（警報） 2/2

田辺市
みなべ町印南町

日高川町

和歌山県南部

和歌山県北部

和歌山県内の地域は、「和歌山県北部」と「和歌山県南部」があります。
「和歌山県北部」がみなべ町より北側、 「和歌山県南部」が田辺市から南側です。

国土地理院の白地図へ境界等を記載 30

震度速報

地震発生約１分半後に、震度３以上を観測した地域名※と地震の

揺れの検知時刻を発表します。

同一地域で震度３以上を短時間に連続して観測した場合や、品質

管理上の理由などにより発表しないこともあります。※地域名
和歌山県北部（田辺市より北側）
和歌山県南部（田辺市から南側）

気象庁ホームページの掲載例
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震源に関する情報

震度３以上を観測した地震で、津波の被害がないと予想される場

合に、地震の発生場所（震源）やその規模（マグニチュード）ととも

に「津波の心配がない」または「若干の海面変動があるかもしれな

いが被害の心配はない」旨を発表します。

気象庁ホームページの掲載例
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震源・震度に関する情報（各地の震度に関する情報）

震度１以上を観測した場合に、地震の発生場所（震源）やその規模
（マグニチュード）、各地で観測された震度を発表します。
また、震度５弱以上と考えられる地域で、震度を入手していない地
点がある場合は、その地点名を発表します。

※ 地震が多数発生した場合、震度３以上の地震についてのみ発表し、震度２
以下の地震については、その発生回数を「その他の情報（地震回数に関す
る情報）」で発表することがあります。
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気象庁ホームページの掲載例



推計震度分布図

震度５弱以上を観測した場合に、観測した各地の震度データをもと
に１km四方ごとに推計した震度分布図（震度４以上）を発表します。
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気象庁ホームページの掲載例

地震解説資料

防災機関等を支援するために提供する情報です。

解説資料（全国速報版、地域速報版）
震度４以上の地震が発生した場合や、津波警報・注意報を発
表した場合には、地震発生後30分くらいで発表します。

解説資料（全国詳細版、地域詳細版）
震度５弱以上の地震が発生した場合や、津波警報・注意報を
発表した場合には、地震発生後１～２時間くらいで発表します。

気象庁ホームページの掲載イメージ

緊急版の方です
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津波の防災情報

36

津波の高さ

気象庁が発表する「津波の高さ」は、津波がない場合の海面（平常
潮位）から津波によって海面が上昇した高さのことです。
沿岸の検潮所で観測する「津波の高さ」以外に、「痕跡高」、「遡上
高」というものがあり、どちらも津波の痕跡などを調査して求める平
常潮位（津波がない場合の潮位）からの高さです。これらは、沿岸
の「津波の高さ」よりも高くなることがあります。「浸水深」は、地面か
ら津波痕跡までの高さです。

出典：気象庁ホームページ 37



大津波警報・津波警報・津波注意報
地震が発生した時には地震の規模や位置をすぐに推定し、これらをもとに沿岸で予想
される津波の高さを求め、 地震が発生してから約３分を目標に、大津波警報、津波警
報または津波注意報を、 津波予報区単位で発表します（和歌山県の津波予報区＝
「和歌山県」）。過去に発生した津波被害では、３ｍを超えると重大な被害となっている
ことから、大津波警報を特別警報と位置付けています。
地震の規模（マグニチュード）が８を超えるような巨大地震に対しては、 精度のよい地
震の規模をすぐに求めることができないため、その海域における最大の津波想定等を
もとに津波警報・注意報を発表します。

種類 発表条件

大津波警報
予想される津波の高さが高い
ところで３ｍを超える場合。

津波警報
予想される津波の高さが高い
ところで１ｍを超え、３ｍ以下
の場合。

津波注意報

予想される津波の高さが高い
ところで０．２ｍ以上、１ｍ以下
の場合であって、津波による
災害のおそれがある場合。

気象庁ホームページの
掲載イメージ

出典：パンフレット「地震と津波」 38

気象庁ホームページの
掲載イメージ

各津波予報区の津波の到達予想時刻や予想される津波の高さを
発表します。各津波予報区でもっとも早く津波が到達する時刻のた
め、場所によっては、この時刻よりも１時間以上遅れて津波が襲っ
てくることもあります。
地震の規模（マグニチュード）が８を超えるような巨大地震で、その
海域における最大の津波想定等をもとに津波警報・注意報を発表
した場合は、予想される津波の高さを「巨大」や「高い」という言葉
で発表して、非常事態であることを伝えます。

津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報

種類 数値での表現
巨大地震の
場合の表現

大津波警報

10ｍ超(10ｍ＜予想高さ)

巨大10ｍ(5ｍ＜予想高さ≦10ｍ)

05ｍ(3ｍ＜予想高さ≦5ｍ)

津波警報 03ｍ(1ｍ＜予想高さ≦3ｍ) 高い

津波注意報 01ｍ(0.2ｍ≦予想高さ≦1ｍ) （表記しない）

気象庁ホームページの
掲載イメージ

出典：パンフレット「地震と津波」 39 39



主な地点の満潮時刻・津波の到達予想時刻を発表します。
この情報に掲載される和歌山県内の地点は、以下の５カ所です。

和歌山
御坊市祓井戸（はらいど）
白浜町堅田
串本町袋港
那智勝浦町浦神

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に関する情報

気象庁ホームページの掲載イメージ

出典：パンフレット「地震と津波」 40

第一波や最大波

沿岸で観測した津波は「津波観測に関する情報」、沖合で
観測された津波は「沖合の津波観測に関する情報」で、
第一波の到達時刻と押し引き、その時点までに観測され
た最大波の観測時刻と高さを発表します。その時刻や高
さなどの測り方は、下図のとおりです。

41



出典：気象庁ホームページ

津波観測点

令和２年３月１２日現在、国内の津波観
測点は、沿岸：１７４地点、沖合：２３２地
点あります。
左図は、和歌山県付近の津波観測点
の配置図です。
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沖合で観測された津波の第１波の観測時刻と押し引き、その時点までに観測さ
れた最大波の観測時刻と高さを観測点ごとに発表します。また、これら沖合の観
測値から推定される沿岸での推定値※（第１波の推定到達時刻、最大波の推定
到達時刻と推定高さ）を津波予報区単位で発表します。
最大波高さの観測値及び推定値については、避難行動への影響を考慮し、一
定の基準を満たすまでは数値を発表しません。「観測中」や「推定中」などの表
現で発表し、津波が到達中であることを伝えます。

沖合の津波観測に関する情報

気象庁ホームページの掲
載イメージ

警報・注意報
の発表状況

沿岸で推定され
る津波の高さ

内容

大津波警報
を発表中

３ｍ超
観測値、沿岸での推定
値とも数値で発表

３ｍ以下
観測値を「観測中」、沿
岸での推定値を「推定
中」と発表

津波警報を
発表中

１ｍ超
観測値、沿岸での推定
値とも数値で発表

１ｍ以下
観測値を「観測中」、沿
岸での推定値を「推定
中」と発表

津波注意報
を発表中

すべての高さ
観測値、沿岸での推定
値とも数値で発表

出典：パンフレット「地震と津波」
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沿岸の観測点で津波が観測された場合、その第一波の観測時刻
と押し引き、その時点までに観測された最大波の観測時刻とその
高さを観測地点ごとに発表します。
最大波高さの観測値については、避難行動への影響を考慮し、一
定の基準を満たすまでは数値を発表しません。「観測中」などの表
現で発表し、津波が到達中であることを伝えます（下表参照）。

津波観測に関する情報

気象庁ホームページの
掲載イメージ

警報・注意報
の発表状況

観測された津
波の高さ

内容

大津波警報を
発表中

１ｍ超 数値で発表

１ｍ以下 「観測中」と発表

津波警報を発
表中

０．２ｍ以上 数値で発表

０．２ｍ未満 「観測中」と発表

津波注意報を
発表中

すべての高さ

数値で発表（津波
の高さがごく小さ
い場合は「微弱」と
表現。）

出典：パンフレット「地震と津波」 44

45

津波予報
地震発生後、津波による災害が起こるおそれがない場合には、以下の内容を津
波予報で発表します。（津波が予想されないときは、津波の心配なしの旨を地震
情報に含めて発表します。）

発表される場合 内容

0.2ｍ未満の海面変動が予想さ
れたとき

高いところでも0.2ｍ未満の海面変動のため被害の心配は
なく、特段の防災対応の必要がない旨を発表します。

津波注意報解除後も海面変動
が継続するとき

津波に伴う海面変動が観測されており、今後も継続する
可能性が高いため、海に入っての作業や釣り、海水浴な
どに際しては十分な留意が必要である旨を発表します。

気象庁ホームページの掲載例



情報名 情報発表条件

南海トラフ地震
臨時情報

南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海ト
ラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査を開始した
場合、または調査を継続している場合

観測された異常な現象の調査結果を発表する場合

南海トラフ地震
関連解説情報

観測された異常な現象の調査結果を発表した後の状況の推
移等を発表する場合

「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定例会合に
おける調査結果を発表する場合（ただし南海トラフ地震臨時
情報を発表する場合を除く）

※すでに必要な防災対応がとられている際は、調査を開始した
旨や調査結果を南海トラフ地震関連解説情報で発表する場
合があります

「南海トラフ地震に関連する情報」の種類等

「南海トラフ地震に関連する情報」は、南海トラフ全域を対象に地震発
生の可能性の高まりについてお知らせするものです。
情報の種類と発表条件は以下のとおりです。

46

キーワード 各キーワードを付記する条件

調査中

下記のいずれかにより臨時に「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討
会」を開催する場合

監視領域内でマグニチュード6.8以上 の地震が発生
１カ所以上のひずみ計での有意な変化と共に、他の複数の観測点でも
それに関係すると思われる変化が観測され、想定震源域内のプレート
境界で通常と異なるゆっくりすべりが発生している可能性がある場合な
ど、ひずみ計で南海トラフ地震との関連性の検討が必要と認められる変
化を観測
その他、想定震源域内のプレート境界の固着状態の変化を示す可能性
のある現象が観測される等、南海トラフ地震との関連性の検討が必要と
認められる現象を観測

巨大地震警戒
想定震源域内のプレート境界において、モーメントマグニチュード8.0以上の
地震が発生したと評価した場合

巨大地震注意

監視領域内において、モーメントマグニチュード7.0以上の地震が発生し
たと評価した場合（巨大地震警戒に該当する場合は除く）
想定震源域内のプレート境界面において、通常と異なるゆっくりすべり
が発生したと評価した場合

調査終了
「巨大地震警戒」、「巨大地震注意」のいずれにも当てはまらない現象と評
価した場合

南海トラフ地震臨時情報
「南海トラフ地震臨時情報」は、情報名の後にキーワードを付記して「南海トラフ地震
臨時情報（調査中）」等の形で情報発表します。
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「南海トラフ地震に関連する情報」の発表の流れ

Ｍ6.8以上の地震 通常と異なるゆっくりすべりが
発生している可能性等

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会

発生

プレート境界の
Ｍ8.0以上の地震

Ｍ7.0以上の地震 ゆっくりすべり その他

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）

南海トラフ地震臨時情報
（調査終了）

南海トラフ地震関連情報

5～30分後

2時間後
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平成２９年１１月１日から「南海トラフ地震に関連する情
報」の運用を開始しています。
「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定例会
合における調査結果を「南海トラフ地震関連解説情報」
で毎月発表しています。
なお、これまで「南海トラフ地震臨時情報」及び「南海トラ
フ地震関連解説情報（定例以外）」の発表はありません。

「南海トラフ地震に関連する情報」

気象庁ホームページ
の掲載例
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地震・津波から
身を守るために

緊急地震速報を見聞きしたら

あわてず、身の安全の確保を

○緊急地震速報を見聞きしたら・・・
○地震の揺れを感じたら・・・

【気象庁「地震と津波」より抜粋）】

※日頃から備えを
・住宅、建造物の耐震化
・家具などの転倒・移動防止
・訓練の実施

地震や津波から命を守るために（揺れ）

・（屋外では）
・ブロック塀の倒壊に注
意
・看板や割れたガラスの
落下に注意

・（家庭では）
・安全スペースに避難
・頭部を保護し、丈夫な
机の下など安全な場所に
避難
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緊急地震速報を見聞きしたら

○強い揺れを感じたとき

津波から身を守るために、沿岸部や
川沿いにいる人は

○弱い揺れでも、長い時間ゆっくりとした揺れを感じたときは

直ちに、高台や津波避難ビルなど安全な場所に避難

○揺れを感じなくても、大津波警報・津波警報が発表されたと
きは

津波は川を遡上する。川から離れ安全な場所に避難

【気象庁「地震と津波」より抜粋）】

※いざというときに安全に避難できるよう、
日頃から備えを
・津波からの避難経路の確認
・住宅、建造物の耐震化
・家具などの転倒・移動防止

地震や津波から命を守るために（津波）
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津波は繰り返し襲ってくる。最大波が
第１波の後でやってくることがある。

＊津波注意報でも、海水浴や磯釣りは危険

ここなら安心と思わず、より高いところを目指して避難
さらに・・・

東北地方太平洋沖地震の際、岩手県釜石市鵜住居
（うのすまい）地区の小学校・中学校では

最初に避難した場所では危ないと２番目の避難場
所へ逃げ、さらにもっと高いところに逃げた。

大津波警報・津波警報の解除まで避難
を続ける。
（家に戻ったり、高台からおりたりし
ない。）

【気象庁「地震と津波」「津波防災」
より抜粋）】

地震や津波から命を守るために（津波）
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おわり
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